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人 を 大 切 に す る 県 政
「すべての人は豊かな経験、知識、技術、アイディア、そしてパワーを持っている。」
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愛知を変えよう

「政治をわれわれの手に取り戻さないといけない。

お金のつかい方（県の財政運営の方法）を変え、

地方自治を守るためにはハッキリ『ノー』と言える

リーダーを愛知は必要としている。

愛知が変われば日本が変わる。日本が変われば

アジアが、世界が変わる」（池住さんのあいさつより）
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池住よしのり
池住さんは58歳。今や国際協力では欠かせないＮＧＯ（非政府組織）の
草分け的存在で、全国のＮＧＯのリーダーのひとり。現在は国際民衆保健
協議会（ＩＰＨＣ・本部ニカラグア）日本連絡事務所代表の任についてい
ます。
また、参加型地域開発、国際協力、グローバリゼーションと第３世界の
民衆の健康・開発問題、まちづくりなど要請に応じ、国内外で講演。南山
大学、日本赤十字愛知短大などで、非常勤講師も務めています。

変化は可能です。
私は、県政を変えることは、
可能だと信じます。

1お金の使い方を変えよう。
愛知県の財政運営の方法を根本から見直し

ます。税金の使い方に優先順位をつけ、経済成
長優先の大型公共事業中心から、県民一人ひ
とりの暮らし・健康・福祉・教育・環境を重視す
る人間重視・人間中心へと変えます。その内の
ひとつ「愛知万博」は中止します。

5すべての人の人権を
大切にする県にしよう。
生まれた場所や生活環境、国籍や住所地の

有無、またそれぞれの人が持つ志向や抱える
病気によって、偏見・差別されることがあって
は決していけません。愛知県に暮らす一人ひ
とりすべてが尊重され、大切にされる社会を
つくります。
愛知県を「人権先進県」へ！

6若者に愛知の未来を託し、希望と
夢のもてる愛知県に変えよう。

失業の不安、就職できない悩みが増えてい
ます。このまま進んだら、失業率も10％を超
えてしまうかも知れません。そうなる前に、ワ
ークシェアリングを進めたり、安全な水を守
る水源林で働く森林レンジャーなど、新しい
雇用の機会を創り出します。

7愛知県を平和の発信拠点にしよう。
県民の生活をおびやかし地方自治をおびや

かす「有事法制」には反対します。過去の歴史
から学び、憲法第９条を盾として「戦争しない
国づくり」へ向けて声を挙げます。戦争で平和
は創れません。愛知県をそのような「平和」の
発信拠点にします。

2県政の“しくみ”を変えよう。
県民不在・不透明な県政から、県民参加・ガ

ラス張りの県政へ。その前提として徹底的に
情報を公開し、県民の意見を具体的に県政に
反映できる方法のひとつとして「住民投票制
度」を設けます。県政を動かすのは県民です！

3地方自治を確立し
地域振興を進めよう。
地産地消、地場産業、地元商店街などを重視

し、愛知県内88の市町村のいきいきとした
「自治」と「循環型」地域経済を促進します。県
は、それを可能にするためのファシリテータ
ー（調整・促進役）の役割を担います。
88市町村、それぞれの特色が愛知県の魅力

です。＊地産地消＝地域で生産したものを、地域で消費すること。

4環境都市“愛知”をめざそう。
海で捕れる貝や魚、畑で取れる野菜や果物、

当たり前のように吸っている空気、飲んでい
る水。今これらの安全性が叫ばれています。危
険な産廃処理施設や設楽ダム、徳山ダム計画
などを見直します。長野につづいて愛知も「脱
ダム」。知多半島の飲み水を木曽川水源に戻す
ことや、世界に約束した地球温暖化ガス削減
を率先して行なう愛知県にします。

●募金は下記口座へ
「みんなで愛知を変えよう会」
※郵便振替
00830-9-33837

［ボランティア募集中］


